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個別サポート加算（Ⅰ）

児童発達支援・医療型児童発達支援および放
課後等デイサービスにおいて、ケアニーズが
高い障害児に支援を行ったときに加算される
ものです。

対象要件
以下の(1)または(2)に該当すること。
(1)食事、排せつ、入浴および移動のうち3つ
以上の日常生活動作について全介助を必要と
するもの。
(2)指標判定の票の項目の点数の合計が13点以
上であるもの。



個別サポート加算（Ⅰ）

各種加算の対象かどうかの決定は、基本的には通所給付決定と同時に実施されて
いるところ、個別サポート加算（I）についても、通所給付決定申請の際の5領域11
項目の調査結果をふまえて決定をお願いする。

なお、通所給付決定保護者や事業所からの求めに応じて、通所給付決定とは別に
決定をすることも可能である。
この場合、5領域11項目の調査を行うことになるが、現下の新型コロナウイルス感
染症の状況も鑑み、書面や電話での聞き取り調査により調査するほか、令和2年度
中の調査結果を用いて決定することも差し支えない。

また、当該障害児が主に利用している児童発達支援事業所、障害児相談支援事業
所、かかりつけ医等、本人の状態をよく知っている者からの聴取により決定する
ことも差し支えない。



受給者証更新月の約40日前
に保護者に「障がい福祉サービ
ス等に関する（新規・変更）申
請書」「放課後等デイサービス
の基本報酬の区分における指標
」が送付されます。

5領域11項目について、お子さ
んの様子・状況を保護者が記入

行政が個別サポート加算につい
て決定



新規に放課後等デイサービス
の利用する時に・・・

保護者が区役所等の窓口に「障
がい福祉サービス等に関する（
新規・変更）申請書」を提出し
、その時に聞き取りが行われま
す。

聞き取りをした方が「放課後等
デイサービスの基本報酬の区分
における指標」を記入

行政が個別サポート加算につい
て決定



放課後等デイサービスの利用を
開始して・・・

放デイでの子どもの様子がこれ
までと大きく変化している、環
境の変化等で個別支援の必要性
を感じる。

保護者と担当者会議やモニタリ
ング時に子どもの様子や支援内
容、方法の共有

保護者から区役所等に「放課後
等デイサービスの基本報酬の区
分における指標」を再郵送して
いただくように依頼



相談支援
専門員

保護者放課後等
デイサービス

●「放課後等デイサービスの基本報酬の区分
における指標」の記入についての情報をい
つ、どのようにして共有するか？

● 記入の考え方を保護者と共有する必要性
● 個別サポート加算を保護者にどのように
説明し、理解を得るのか？



個別サポート加算（Ⅱ）

児童発達支援、医療型児童発達支援及び放課後等デイサービス（以下「児童発達支援
等」という。）において、要保護児童又は要支援児童（以下「要支援児童等」とい
う。）を受け入れた場合において、家庭との関わりや、心理的に不安定な児童へのケ
ア、関係機関との連携が必要となることを考慮し、児童相談所や母子健康包括支援セ
ンター等の公的機関や、要保護児童対策地域協議会、医師（以下「連携先機関等」と
いう。）との連携を行うことへの加算

要保護児童：保護者のない児童又は保護者に監護させることが不適当であると認められる児童
要支援児童：保護者の養育を支援することが特に必要と認められる児童

連携先関係機関 年1回以上の支援
の状況等の共有

放課後等
デイサービス

記録を文書で保管



個別サポート加算（Ⅱ）

（２）通所給付決定保護者の同意を得ること。
① 保護者に同意を求める趣旨

連携先機関等と要支援児童等への支援の状況等について共有しながら支援を
することについて、個別支援計画に位置づけ、通所給付決定保護者の同意を
得るものとする。この場合、保護者の心情に十分に留意すること。

②同意を求める項目
ア要支援児童等の課題や、課題に対する支援内容個別支援計画に、養育環境
等も含めた要支援児童等の課題や、課題に対する支援内容を記載すること。

イ市町村やその他連携先関係機関等と要支援児童等の支援状況等の情報共有
を行うこと。

③保護者との信頼関係の構築



個別サポート加算（Ⅱ）具体的な申請について

● 保護者の同意については、個別支援計

画に養育環境等を含めた要支援児童等の

課題や、課題に対する支援の内容を記載

し、保護者の署名をもらうこと。

● 請求日前までに行政に個別サポート加算（Ⅱ）を申請する児童名を一覧にして提

出する。


